
水 質 検 査 計 画   
令和３年度      

     
焼 津 市 



 

は じ め に   焼津市では、水質基準改正に伴い新基準による検査を行っています。適正かつ透明性
をもって行うため、検査項目を明示した検査計画を作成・公表し、検査の適正化・透明

化を図ることとしました。  
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１ 基本方針 
（１） 焼津市では、蛇口において、水道水が水質基準に適合するため、水質検査計

画を策定し、計画的に水質検査を実施します。 

（２） 水質検査計画には、水道法施行規則第 15条 7号に定めるところにより、水

道事業者が行う定期の水質検査について、検査すべき事項、当該項目、採水の

場所、検査の回数及びその理由を記載します。 

（３） 水道法で検査が義務付けられている基準項目以外に、検査をすることが望ま

しいとされる水質管理目標設定項目及び同項目に含まれる農薬についても、必

要に応じて検査を実施します。 

（４） 水道法第 20条第 3項の規定により水質検査を委託する場合における内容と

して、委託する検査項目、頻度、試料の採取及び運搬方法、臨時検査の取扱い、

検査の実施状況の確認方法等について記載します。 

（５） 臨時に行う水質検査については、計画書において実施要件、検査項目及び実

施方法の原則について明らかにします。 

（６） 水質検査計画による測定結果については、評価の上、需要者に対して公表し

ます。  
２ 水道事業の概要 
（１） 水 道 事 業 体 名   静岡県焼津市 
（２） 計 画 給 水 人 口   150,300人 

（３） 計画１日最大給水量   114,400m
3
 

（４） 水 源 の 名 称   祢宜島水源（12本）・中新田水源（18本） 

                 上泉水源（4本）・六軒屋水源（1本） 

（５） 水 源 種 別   地下水（深井戸）35本・表流水（静岡県大井川広域水道企業団） 

（６） 配 水 場 の 名 称   祢宜島配水場・中新田配水場 
                 上泉配水場・六軒屋配水場  
３ 水源の状況及び原水、水道水（浄水）の水質状況 
水源は地下水（深井戸）と大井川広域水道企業団からの受水でまかなわれており、

その割合は、地下水約８５％、大井川広域水道企業団からの受水約１５％です。 
過去３年間の原水及び水道水（浄水）の水質検査結果は、配水区域ごと表－１、表

－２のとおりです。現在までの原水の水質は良好な状態であり、水道水（浄水）につい

ては水質基準値を大幅に下回っており、安全で良質な水であるといえます。 
大井川広域水道企業団からの受水については、大井川広域水道企業団浄水処理後の

水質検査結果から、水質基準を十分に満たしているため、水質状況は良好です。 



番号 定期検査項目
基準値
(mg/L)

過去３年間
最大値

令和２年度
最大値

1 一般細菌 100個/mL以下 9 1

2 大腸菌 不検出 不検出 不検出

3 カドミウム及びその化合物 0.003以下 <0.00015 <0.00015

4 水銀及びその化合物 0.0005以下 <0.00005 <0.00005

5 セレン及びその化合物 0.01以下 0.0008 0.0006

6 鉛及びその化合物 0.01以下 0.0007 <0.0005

7 ヒ素及びその化合物 0.01以下 <0.0005 <0.0005

8 六価クロム及びその化合物 0.02以下 <0.0025 <0.002

9 亜硝酸態窒素 0.04以下 <0.004 <0.004

10 シアン化物イオン及び塩化シアン 0.01以下 <0.001 <0.001

11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10以下 1.3 1.3

12 フッ素及びその化合物 0.8以下 0.06 0.06

13 ホウ素及びその化合物 1.0以下 0.05 0.05

14 四塩化炭素 0.002以下 <0.0002 <0.0002

15 １，４－ジオキサン 0.05以下 <0.003 <0.003

16 ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ及びﾄﾗﾝｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 0.04以下 <0.0004 <0.0004

17 ジクロロメタン 0.02以下 <0.0002 <0.0002

18 テトラクロロエチレン 0.01以下 <0.0002 <0.0002

19 トリクロロエチレン 0.01以下 <0.0002 <0.0002

20 ベンゼン 0.01以下 <0.0002 <0.0002

21 塩素酸 0.6以下

22 クロロ酢酸 0.02以下

23 クロロホルム 0.06以下

24 ジクロロ酢酸 0.03以下

25 ジブロモクロロメタン 0.1以下

26 臭素酸 0.01以下

27 総トリハロメタン 0.1以下

28 トリクロロ酢酸 0.03以下

29 ブロモジクロロメタン 0.03以下

30 ブロモホルム 0.09以下

31 ホルムアルデヒド 0.08以下

32 亜鉛及びその化合物 1.0以下 0.038 0.028

33 アルミニウム及びその化合物 0.2以下 0.012 0.006

34 鉄及びその化合物 0.3以下 0.059 0.03

35 銅及びその化合物 1.0以下 0.007 0.003

36 ナトリウム及びその化合物 200以下 12 11

37 マンガン及びその化合物 0.05以下 0.003 0.002

38 塩化物イオン 200以下 7.6 7.6

39 カルシウム、マグネシウム等（硬度） 300以下 69 59

40 蒸発残留物 500以下 140 130

41 陰イオン界面活性剤 0.2以下 <0.02 <0.02

42 ジェオスミン 0.00001以下 <0.000001 <0.000001

43 ２－メチルイソボルネオール 0.00001以下 <0.000001 <0.000001

44 非イオン界面活性剤 0.02以下 <0.002 <0.002

45 フェノール類 0.005以下 <0.0005 <0.0005

46 有機物（全有機炭素（ＴＯＣ）の量） 3以下 <0.2 <0.2

47 ｐＨ値 5.8以上・8.6以下 7.1 6.9

48 味 異常でない

49 臭気 異常でない 異常なし 異常なし

50 色度 5度以下 <0.5 <0.5

51 濁度 2度以下 0.2 <0.1

        　原水では検査を行わない。

表－１　過去３年間の原水の水質状況

　焼津市では水道水の消毒のために次亜塩
素酸ナトリウムを使用しています。これら
の項目は次亜塩素酸ナトリウム使用後の水
に生成される物質であるため、検査の対象
としていません。

　【祢宜島水源および中新田水源】
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番号 定期検査項目
基準値
(mg/L)

過去３年間
最大値

令和２年度
最大値

1 一般細菌 100個/mL以下 2 0

2 大腸菌 不検出 不検出 不検出

3 カドミウム及びその化合物 0.003以下 <0.00015 <0.00015

4 水銀及びその化合物 0.0005以下 <0.00005 <0.00005

5 セレン及びその化合物 0.01以下 0.0006 <0.0005

6 鉛及びその化合物 0.01以下 <0.0005 <0.0005

7 ヒ素及びその化合物 0.01以下 <0.0005 <0.0005

8 六価クロム及びその化合物 0.02以下 <0.0025 <0.002

9 亜硝酸態窒素 0.04以下 <0.004 <0.004

10 シアン化物イオン及び塩化シアン 0.01以下 <0.001 <0.001

11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10以下 0.5 0.5

12 フッ素及びその化合物 0.8以下 <0.05 <0.05

13 ホウ素及びその化合物 1.0以下 0.03 0.03

14 四塩化炭素 0.002以下 <0.0002 <0.0002

15 １，４－ジオキサン 0.05以下 <0.003 <0.003

16 ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ及びﾄﾗﾝｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 0.04以下 <0.0004 <0.0004

17 ジクロロメタン 0.02以下 <0.0002 <0.0002

18 テトラクロロエチレン 0.01以下 <0.0002 <0.0002

19 トリクロロエチレン 0.01以下 <0.0002 <0.0002

20 ベンゼン 0.01以下 <0.0002 <0.0002

21 塩素酸 0.6以下

22 クロロ酢酸 0.02以下

23 クロロホルム 0.06以下

24 ジクロロ酢酸 0.03以下

25 ジブロモクロロメタン 0.1以下

26 臭素酸 0.01以下

27 総トリハロメタン 0.1以下

28 トリクロロ酢酸 0.03以下

29 ブロモジクロロメタン 0.03以下

30 ブロモホルム 0.09以下

31 ホルムアルデヒド 0.08以下

32 亜鉛及びその化合物 1.0以下 0.004 0.002

33 アルミニウム及びその化合物 0.2以下 0.01 <0.005

34 鉄及びその化合物 0.3以下 0.1 0.1

35 銅及びその化合物 1.0以下 0.016 0.016

36 ナトリウム及びその化合物 200以下 12 11

37 マンガン及びその化合物 0.05以下 <0.001 <0.001

38 塩化物イオン 200以下 5.6 3.7

39 カルシウム、マグネシウム等（硬度） 300以下 69 57

40 蒸発残留物 500以下 130 120

41 陰イオン界面活性剤 0.2以下 <0.02 <0.02

42 ジェオスミン 0.00001以下 <0.000001 <0.000001

43 ２－メチルイソボルネオール 0.00001以下 <0.000001 <0.000001

44 非イオン界面活性剤 0.02以下 <0.002 <0.002

45 フェノール類 0.005以下 <0.0005 <0.0005

46 有機物（全有機炭素（ＴＯＣ）の量） 3以下 <0.2 <0.2

47 ｐＨ値 5.8以上・8.6以下 7.7 7.5

48 味 異常でない

49 臭気 異常でない 異常なし 異常なし

50 色度 5度以下 <0.5 <0.5

51 濁度 2度以下 0.2 0.2

　焼津市では水道水の消毒のために次亜塩
素酸ナトリウムを使用しています。これら
の項目は次亜塩素酸ナトリウム使用後の水
に生成される物質であるため、検査の対象
としていません。

        　原水では検査を行わない。

　【上泉水源および六軒屋水源】
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番号 定期検査項目
基準値
(mg/L)

過去３年間
最大値

令和２年度
最大値

1 一般細菌 100個/mL以下 2 2

2 大腸菌 不検出 不検出 不検出

3 カドミウム及びその化合物 0.003以下 <0.00015 <0.00015

4 水銀及びその化合物 0.0005以下 <0.00005 <0.00005

5 セレン及びその化合物 0.01以下 0.0007 0.0006

6 鉛及びその化合物 0.01以下 0.0011 0.0008

7 ヒ素及びその化合物 0.01以下 <0.0005 <0.0005

8 六価クロム及びその化合物 0.02以下 <0.0025 <0.002

9 亜硝酸態窒素 0.04以下 <0.004 <0.004

10 シアン化物イオン及び塩化シアン 0.01以下 <0.001 <0.001

11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10以下 1.1 1.1

12 フッ素及びその化合物 0.8以下 0.06 0.05

13 ホウ素及びその化合物 1.0以下 0.05 0.04

14 四塩化炭素 0.002以下 <0.0002 <0.0002

15 １，４－ジオキサン 0.05以下 <0.003 <0.003

16 ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ及びﾄﾗﾝｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 0.04以下 <0.0004 <0.0004

17 ジクロロメタン 0.02以下 <0.0002 <0.0002

18 テトラクロロエチレン 0.01以下 <0.0002 <0.0002

19 トリクロロエチレン 0.01以下 <0.0002 <0.0002

20 ベンゼン 0.01以下 <0.0002 <0.0002

21 塩素酸 0.6以下 <0.06 <0.06

22 クロロ酢酸 0.02以下 <0.002 <0.002

23 クロロホルム 0.06以下 0.003 0.0029

24 ジクロロ酢酸 0.003以下 <0.002 <0.002

25 ジブロモクロロメタン 0.1以下 0.0006 0.0003

26 臭素酸 0.01以下 <0.001 <0.001

27 総トリハロメタン 0.1以下 <0.01 <0.01

28 トリクロロ酢酸 0.003以下 0.002 0.002

29 ブロモジクロロメタン 0.03以下 0.0009 0.0005

30 ブロモホルム 0.09以下 <0.0002 <0.0002

31 ホルムアルデヒド 0.08以下 <0.004 <0.004

32 亜鉛及びその化合物 1.0以下 0.006 0.005

33 アルミニウム及びその化合物 0.2以下 0.02 0.012

34 鉄及びその化合物 0.3以下 <0.02 <0.02

35 銅及びその化合物 1.0以下 0.025 0.025

36 ナトリウム及びその化合物 200以下 12 10

37 マンガン及びその化合物 0.05以下 0.001 0.001

38 塩化物イオン 200以下 7.4 7.4

39 カルシウム、マグネシウム等（硬度） 300以下 83 76

40 蒸発残留物 500以下 150 140

41 陰イオン界面活性剤 0.2以下 <0.02 <0.02

42 ジェオスミン 0.00001以下 <0.000001 <0.000001

43 ２－メチルイソボルネオール 0.00001以下 <0.000001 <0.000001

44 非イオン界面活性剤 0.02以下 <0.002 <0.002

45 フェノール類 0.005以下 <0.0005 <0.0005

46 有機物（全有機炭素（ＴＯＣ）の量） 3以下 <0.2 <0.2

47 ｐＨ値 5.8以上・8.6以下 7.9 7.7

48 味 異常でない --- ---

49 臭気 異常でない --- ---

50 色度 5度以下 <0.5 <0.5

51 濁度 2度以下 0.1 ＜0.1

毎日検査項目

1 色 異常でない 異常なし 異常なし

2 濁り 異常でない 異常なし 異常なし

3 消毒残留効果 0.1mg/L以上 0.2～0.3 0.2～0.3

　【祢宜島配水場系統および中新田配水場系統】

表－２　過去３年間の水道水（浄水）の状況

‐4‐



番号 定期検査項目
基準値
(mg/L)

過去３年間
最大値

令和２年度
最大値

1 一般細菌 100個/mL以下 2 2

2 大腸菌 不検出 不検出 不検出

3 カドミウム及びその化合物 0.003以下 <0.00015 <0.00015

4 水銀及びその化合物 0.0005以下 <0.00005 <0.00005

5 セレン及びその化合物 0.01以下 <0.0005 <0.0005

6 鉛及びその化合物 0.01以下 <0.0005 <0.0005

7 ヒ素及びその化合物 0.01以下 <0.0005 <0.0005

8 六価クロム及びその化合物 0.02以下 <0.0025 <0.002

9 亜硝酸態窒素 0.04以下 <0.004 <0.004

10 シアン化物イオン及び塩化シアン 0.01以下 <0.001 <0.001

11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10以下 0.4 0.4

12 フッ素及びその化合物 0.8以下 0.06 <0.05

13 ホウ素及びその化合物 1.0以下 0.03 0.03

14 四塩化炭素 0.002以下 <0.0002 <0.0002

15 １，４－ジオキサン 0.05以下 <0.003 <0.003

16 ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ及びﾄﾗﾝｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 0.04以下 <0.0004 <0.0004

17 ジクロロメタン 0.02以下 <0.002 <0.0002

18 テトラクロロエチレン 0.01以下 <0.002 <0.0002

19 トリクロロエチレン 0.01以下 <0.002 <0.0002

20 ベンゼン 0.01以下 <0.002 <0.0002

21 塩素酸 0.6以下 0.06 <0.06

22 クロロ酢酸 0.02以下 <0.002 <0.002

23 クロロホルム 0.06以下 0.0011 0.0009

24 ジクロロ酢酸 0.03以下 <0.002 <0.002

25 ジブロモクロロメタン 0.1以下 0.0003 0.0003

26 臭素酸 0.01以下 <0.001 <0.001

27 総トリハロメタン 0.1以下 <0.01 <0.01

28 トリクロロ酢酸 0.03以下 <0.002 <0.002

29 ブロモジクロロメタン 0.03以下 0.0003 0.0003

30 ブロモホルム 0.09以下 <0.0002 <0.0002

31 ホルムアルデヒド 0.08以下 <0.004 <0.004

32 亜鉛及びその化合物 1.0以下 0.006 0.004

33 アルミニウム及びその化合物 0.2以下 0.01 0.007

34 鉄及びその化合物 0.3以下 <0.02 <0.02

35 銅及びその化合物 1.0以下 0.015 0.007

36 ナトリウム及びその化合物 200以下 9.2 7.9

37 マンガン及びその化合物 0.05以下 <0.001 <0.001

38 塩化物イオン 200以下 5.1 4.2

39 カルシウム、マグネシウム等（硬度） 300以下 63 60

40 蒸発残留物 500以下 130 120

41 陰イオン界面活性剤 0.2以下 <0.02 <0.02

42 ジェオスミン 0.00001以下 <0.000001 <0.000001

43 ２－メチルイソボルネオール 0.00001以下 <0.000001 <0.000001

44 非イオン界面活性剤 0.02以下 <0.002 <0.002

45 フェノール類 0.005以下 <0.0005 <0.0005

46 有機物（全有機炭素（ＴＯＣ）の量） 3以下 <0.2 <0.2

47 ｐＨ値 5.8以上・8.6以下 7.7 7.6

48 味 異常でない --- ---

49 臭気 異常でない --- ---

50 色度 5度以下 <0.5 <0.5

51 濁度 2度以下 <0.1 <0.1

毎日検査項目

1 色 異常でない 異常なし 異常なし

2 濁り 異常でない 異常なし 異常なし

3 消毒残留効果 0.1mg/L以上 0.2～0.3 0.2～0.3

　【上泉配水場系統および六軒屋配水場系統】
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４ 水質検査の自己・委託の区分 
  水質基準項目、水質管理目標設定項目、その他の項目検査については、水道法第

20条の厚生労働大臣登録検査機関に委託して検査（臨時の水質検査も含む）を行い

ます。毎日の水質検査については、別途業務委託することにより行います。 

 

５ 採水場所 
採水場所は水道法で義務づけられている蛇口での採水に加え、水源である井戸でも

行います。 

 

（１） 蛇口（給水栓）（図－１参照） 

毎日行う水質検査項目については、市内 10箇所で採水します。 

水質基準項目のうち毎月実施する項目については、下記の市内 8箇所で採水 

します。 

① 新 屋 公 園   焼津市本町 2丁目 11-1 

② 石 津 浜 公 園   焼津市石津 2420 

③ 大島下ちびっこ広場   焼津市大島 1206-1 

④ 八 楠 公 園   焼津市八楠 4丁目 4-41 

⑤ 坂本加圧ポンプ所   焼津市坂本 413-2 

⑥ 上小杉住生協公園   焼津市上小杉 887-95 

⑦ 下小杉児童公園   焼津市下小杉 480-1 

⑧ 吉 永 森 林 公 園   焼津市吉永、利右衛門地内 

 

（２） 水源（井戸）（図－１参照） 

35本の井戸で採水します。 

⑨ 祢 宜 島 1 2 本   焼津市祢宜島地内 

    ⑩ 中 新 田 1 8 本   焼津市中新田地内 

    ⑪ 上  泉  4 本   焼津市上泉地内   

    ⑫ 六 軒 屋  1 本   焼津市利右衛門地内   



図－１　採水場所位置図

焼津IC

焼津市役所

市立病院

祢宜島配水場

中新田配水場

①新屋公園
②石津浜公園

③大島下ちびっこ広場
④八楠公園
⑤坂本加圧ポンプ所

⑥上小杉住生協公園
⑦下小杉児童公園

⑧吉永森林公園
⑨祢宜島水源１２本
⑩中新田水源１８本

⑪上泉水源４本
⑫六軒屋水源１本

★毎日採水１０箇所

大井川庁舎

六軒屋配水場

上泉配水場

①

②

③

④

⑤

⑨

⑩

⑪

⑫

⑥

⑦

⑧
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６ 水質検査項目及び水質検査頻度 
 （１） 水質検査項目 

  ①水質基準項目 

水道法で検査が義務づけられている項目です。蛇口における水道水（浄水）の

水質検査については、水質基準５１項目全ての検査を行います。（表－３参照） 

水源（井戸）における原水の水質検査については、３９項目の検査を行います。

（表－４参照） 

  ②毎日検査項目  

水道法で検査が義務づけられている３項目（色、濁り及び消毒の残留効果）に

ついて検査を行います。 

③水質管理目標設定項目（農薬類を含む） 

水質基準に準ずる項目として水道水の安全性を確保するため、 焼津市が水質

管理上必要と判断した項目について検査を行います。（表－５参照） 

  ④その他の項目 

    耐塩素性病原生物（クリプトスポリジウム等）の指標菌である大腸菌、嫌気性

芽胞菌について検査を行います。 

 

 

 （２） 水質検査頻度 

  ①水質基準項目 

水道水（浄水）の水質検査は、項目により異なりますが、１ヶ月に１回、３ヶ

月に１回、年１回検査を行います。基本頻度で最長で３年に１回まで検査頻度

を減らすことができる項目もありますが、安全性や安心を確保することから年

１回を最低頻度として検査を行います。（表－３参照） 

原水の水質検査は、年１回検査を行います。（表－４参照） 

  ②毎日検査項目 

色、濁り及び消毒の残留効果は、１日１回検査を行います。 

③水質管理目標設定項目 

水質管理上必要と判断した項目について、年１回検査を行います。 

  ④その他の項目 

    クリプトスポリジウム等指標菌検査は、３ヶ月に１回検査を行います。 



番号 定期検査項目
法令で定める基
準検査頻度

令和３年度計画
実施検査頻度

採水
場所

設定理由

1 一般細菌

2 大腸菌

3 カドミウム及びその化合物

4 水銀及びその化合物

5 セレン及びその化合物

6 鉛及びその化合物

7 ヒ素及びその化合物

8 六価クロム化合物

9 亜硝酸態窒素

10 シアン化物イオン及び塩化シアン 1回/3月 省略不可項目

11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素

12 フッ素及びその化合物

13 ホウ素及びその化合物

14 四塩化炭素

15 １，４－ジオキサン

16
シス－1,2－ジクロロエチレン及び
トランス－1,2－ジクロロエチレン

17 ジクロロメタン

18 テトラクロロエチレン

19 トリクロロエチレン

20 ベンゼン

21 塩素酸

22 クロロ酢酸

23 クロロホルム

24 ジクロロ酢酸

25 ジブロモクロロメタン

26 臭素酸

27 総トリハロメタン

28 トリクロロ酢酸

29 ブロモジクロロメタン

30 ブロモホルム

31 ホルムアルデヒド

32 亜鉛及びその化合物

33 アルミニウム及びその化合物

34 鉄及びその化合物

35 銅及びその化合物

36 ナトリウム及びその化合物

37 マンガン及びその化合物

38 塩化物イオン 1回/月 1回/月 省略不可項目

39 カルシウム、マグネシウム等（硬度）

40 蒸発残留物

41 陰イオン界面活性剤 1回/年(※2) 安全確認等のため

42 ジェオスミン

43 ２－メチルイソボルネオール

44 非イオン界面活性剤

45 フェノール類

46 有機物（全有機炭素（ＴＯＣ）の量）

47 ｐＨ値

48 味

49 臭気

50 色度

51 濁度

※1 原因藻類発生時期に月に1回以上とする。

※2

※3 採水場所については「5　採水場所」を参照して下さい。

毎日検査項目
1 色

2 濁り

3 消毒残留効果

※4 採水場所については「5　採水場所」を参照して下さい。

表－３ 水質基準項目及び頻度【水道水（浄水）】

水源に汚染源が存在しないため

安全確認等のため

1回/月

1回/3月

1回/年(※2) 安全確認等のため

1回/3月

省略不可項目1回/月

過去3年間における当該事項の検査結果が、基準値の10分の1又は5分の1以下であるため、実施検査頻度を省略してい
ます。

1回/月 1回/月

1回/年(※2) 安全確認等のため

1回/日 1回/日
水道の
蛇 口
(※4)

1回/3月

1回/月(※1)

省略不可項目

省略不可項目

1回/年

市
内
８
箇
所
の
水
道
の
蛇
口
（

※
３
）

1回/3月
法令どおり

1回/年(※2) 安全確認等のため

1回/年(※2)

1回/3月

省略不可項目
消毒副生成物
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番号 定期検査項目
令和３年度計画
実施検査頻度

採水
場所

設定理由

1 一般細菌

2 大腸菌

3 カドミウム及びその化合物

4 水銀及びその化合物

5 セレン及びその化合物

6 鉛及びその化合物

7 ヒ素及びその化合物

8 六価クロム化合物

9 亜硝酸態窒素

10 シアン化物イオン及び塩化シアン

11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素

12 フッ素及びその化合物

13 ホウ素及びその化合物

14 四塩化炭素

15 １，４－ジオキサン

16
シス－1,2－ジクロロエチレン及び
トランス－1,2－ジクロロエチレン

17 ジクロロメタン

18 テトラクロロエチレン

19 トリクロロエチレン

20 ベンゼン

21 塩素酸

22 クロロ酢酸

23 クロロホルム

24 ジクロロ酢酸

25 ジブロモクロロメタン

26 臭素酸

27 総トリハロメタン

28 トリクロロ酢酸

29 ブロモジクロロメタン

30 ブロモホルム

31 ホルムアルデヒド

32 亜鉛及びその化合物

33 アルミニウム及びその化合物

34 鉄及びその化合物

35 銅及びその化合物

36 ナトリウム及びその化合物

37 マンガン及びその化合物

38 塩化物イオン

39 カルシウム、マグネシウム等（硬度）

40 蒸発残留物

41 陰イオン界面活性剤

42 ジェオスミン

43 ２－メチルイソボルネオール

44 非イオン界面活性剤

45 フェノール類

46 有機物（全有機炭素（ＴＯＣ）の量）

47 ｐＨ値

48 味 ― 原水では検査を行わない

49 臭気

50 色度

51 濁度

※　採水場所については「5　採水場所」を参照して下さい。

表－４　水質基準項目及び頻度【原水】

市
内
　
　
箇
所
の
水
源
（

井
戸
）

※

1回/年 安全確認等のため

　焼津市では水道水の消毒のために
次亜塩素酸ナトリウムを使用してい
ます。これらの項目は次亜塩素酸ナ
トリウム使用後の水に生成される物
質であるため、原水では検査を行い
ません。

1回/年

1回/年

安全確認等のため

安全確認等のため

―

35
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1 アンチモン及びその化合物 0.02以下

2 ウラン及びその化合物 0.002以下

3 ニッケル及びその化合物 0.02以下

5 １，２－ジクロロエタン 0.004以下

8 トルエン 0.4以下

9 フタル酸ジ（２－エチルヘキシル） 0.08以下

10 亜塩素酸 0.6以下 消毒副生成物

12 二酸化塩素 0.6以下 消毒剤

13 ジクロロアセトニトリル 0.01以下(暫定)

14 抱水クロラール 0.02以下（暫定）

15 農薬類※
検出値と目標値の比の

和として、１以下
農業

16 残留塩素 1以下 臭気

17 カルシウム、マグネシウム等（硬度） 10以上100以下 味

18 マンガン及びその化合物 0.01以下 着色

19 遊離炭酸 20以下 味

20 １，１，１－トリクロロエタン 0.3以下

21 メチルーｔ－ブチルエーテル 0.02以下

22 有機物等（過マンガン酸カリウム消費量） 3以下 味

23 臭気強度（TON) 3以下 臭気

24 蒸発残留物 30以上200以下 味

25 濁度 １以下 基礎的性状

26 pH値 7.5程度 腐食

27 腐食性（ランゲリア指数） -1程度以上、極力0 腐食

28 従属栄養細菌
1mlの検水で形成される集落

数が2000以下（暫定）
水道施設の健全性の指標

29 １，１－ジクロロエチレン 0.1以下 一般有機物

30 アルミニウム及びその化合物 0.1以下 着色

31 ペルフルオロオクタンスルホン酸（PFOS）及
びペルフルオロオクタンスルホン酸（PFOA）

0.00005以下（暫定） 有機フッ素化合物

※　対象農薬は114物質中28項目について検査を行う。

臭気

表－５　 水質管理目標設定項目

番号 項目
目標値
(mg/l)

消毒副生成物

備考

無機物・重金属

一般有機物

‐11‐



‐12‐ 

７ 試料の採取及び運搬方法 

  試料の採取時には、採取日時、採取箇所及び検査員を明示した現場写真、採取後の

採取容器の一括写真撮影を行います。 

運搬方法は、試料をクーラーボックス等に入れ氷冷し、破損防止の措置を施して速

やかに運搬します。また、採取場所からの出発時刻と検査施設の到着時刻を記録します。 

  
８ 水質検査方法   水質基準項目及び水質管理目標設定項目の検査方法については、国が定めた水道水
の検査方法（「水質基準に関する省令の規定に基づき厚生労働大臣が定める方法」等）

により行います。 

 

 

９ 臨時の水質検査 

  臨時の水質検査・試験は、次のような場合に行います。なお、原因が不明の場合に

は、水質異常の原水は、試験用の試料採取時に保存用試料も採取し、原因の解明又は

証拠物件としての必要性がなくなるまで、冷凍保存します。 

(１) 水源の水質が著しく悪化したとき。 

(２) 水源に異常があったとき。 

(３) 水源付近、給水区域及びその周辺等において消化器系感染症が流行しているとき。 

(４) 浄水過程に異常があったとき。 

(５) 配水管の大規模な工事その他水道施設が著しく汚染されたおそれがあるとき。 

(６) その他特に必要があると認められるとき。 

  但し、臨時の水質検査は上記事項を勘案し、必要と認められる項目について実施し

ます。また、臨時の水質検査方法は、上記｢８ 水質検査方法｣と同様に行います。 

 

 

10 水質検査計画及び検査結果の公表 

  水質検査計画及び水質検査結果は、焼津市役所情報公開コーナーや水道工務課で閲

覧できるほか、水道事業ホームページに掲載し公表します。 

 

 

11 水質検査の精度と信頼性の保証 

  委託検査機関との調整に努め、正確かつ精度の高い検査に留意しています。水質検

査の結果の根拠となる書類、精度管理の実施状況及び外部精度管理調査に係る資料等

の書類を確認することにより、水質検査の測定値の信頼性を確保しています。 
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  原則として水質基準値の 1/10 の定量下限値を確保し、水質基準値の 1/10 付近の

測定における変動係数（CV値）が無機物では 10％以下、有機物では 20％以下となる

ように検査を行います。 

 

 

12 水質検査結果の評価と水質検査計画の見直し 

  検査地点ごとに、各検査項目の検出濃度の最大値や平均値を水質基準値等と比較し、

翌年度の水質検査計画における検査項目や検査頻度に反映していきます。 

水質検査計画の内容については、お客様のご意見を参考にさせていただきながら見

直しを行い、より安全で安心できる水道を目指します。 

 

 

13 関係者との連携 

  水源井戸の周辺で、水質事故が発生した場合は、関係機関と連携を図りながら適正

な対策を講じ、水道水の安全性を確保します。 
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